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令和７年度 学校経営報告書（自己評価） 

 

学校番号 １ 学校名 静岡県立沼津視覚特別支援学校 校長名 田渕尚子 

 

本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載） 

  取組目標 成果目標 達成状況 評価 成果と課題 

ア 

視
覚
障
害
教
育
の
専
門
性
と
授
業
力
の
向
上
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実 

幼児児童生

徒を主語に

した「問いを

もち、分かっ

たと実感で

きる授業づ

くり」 

・研修を生か

し、個に応じ

た授業づくり

ができた教員

100％ 

 

 

・授業が分か

りやすく、楽

しいと思うと

答えた幼児児

童生徒 100％ 

＜教員＞   AB 100％ 

・外部研修参加、校内伝達

研修実施、「はごろも『夢』

講演会」特総研名誉所員 

大内進氏『視覚障害児の学

びを支える認知力を高める

支援』を実施。 

＜保護者＞  AB 89.5％ 

「幼児児童生徒にとって、

分かりやすく楽しいと思え

る授業が行われている。」      

＜幼児児童生徒＞ 

AB 100％ 

・校内グループ研修と一人

一授業の公開を実施。 

Ａ 

・グループ研修では、教

科学習、重複学級、高等

部に分かれ、授業づくり

について学び合い、授業

改善や授業力向上に活か

すことができた。他校の

授業や実践などを知る機

会を引き続き設定した

い。 

視覚特別支

援学校とし

ての学習環

境づくり（教

員の専門性

向上、教材教

具、ICT活

用、歩行訓練

士、視能訓練

士等の活用） 

・自立活動研

修、視能訓練

士、歩行訓練

士との連携で

得た知識や技

能を授業、生

活指導で活か

すことができ

た教員 100％ 

＜教員＞   AB 100％ 

・新任者研修を５回、全体

研修を４回実施。 

自立活動通信３回発行。 

Ａ 

・自立活動研修では、基

礎的かつ日々の実践に活

きる内容を扱い、専門性

の向上につながった。一

方で、他の職員がどのよ

うに知識や技能を活用し

ているか知りたい声も挙

がったので、次年度は共

有する機会を設けたい。 

自立へのビ

ジョンをイ

メージした

キャリア教

育 

 

・幼児児童生

徒の発達段階

や年齢に応じ

た、キャリア

教育の視点で

授業を実践す

ることができ

た教員 100％ 

＜教員＞   AB 100％ 

・学部内で進路に関する研

修や情報提供を行い、学年

進行に応じたキャリア教育

を実施できた。 

＜保護者＞  AB 78.9％ 

「将来の生活や目指す姿に

つながる現在の指導につい

て、個別面談等で保護者と

学校で共有できている。」    

Ｂ 

・学部ごとキャリア教育

に関する共通理解を図っ

たことで、進路希望を意

識した授業ができた。今

後、さらに個に応じたキ

ャリア教育を深め、保護

者と共有を図りたい。 



様式第３号 

 

イ 

命
と
心
を 

守
る
安
全
安
心
な
教
育
環
境 

自分事と捉

え、自ら考

え、行動する

防災教育 

・学びや経験

を活かして命

を守る行動が

できたと答え

た幼児児童生

徒 80％以上 

＜幼児児童生徒＞AB 95％ 

・避難訓練・起震車体験が

役に立った。 

＜保護者＞  AB 68.4％ 

「防災教育について、様々

な発生状況を想定した実践

的な避難訓練や学習が実施

されている。」 

Ｂ 

・訓練や事前事後学習を

通して、発災時の身の守

り方を確認したり、発災

後の見通しをもったり

する様子が見られた。事

後アンケート結果をよ

り効果的な指導につな

がるよう迅速に対応し

ていきたい。 

自分も仲間

も大切にす

る心と体の

教育 

・仲間との交

流や運動の楽

しさを味わう

ことができた

幼児児童生徒

100％ 

 

 

 

 

 

 

 

・人権教育年

間指導計画を

活用し、人権

感覚を意識し

た指導ができ

たと回答した

教員 100％ 

＜幼児児童生徒＞ 

AB 100％ 

・幼児児童生徒の意見を元

に運動週間の内容を決めて

実施。 

・全校集会が楽しかったと

答えた幼児児童生徒。 

AB 95％ 

＜保護者＞  AB 94.7％ 

「自他を尊重し、仲間との

交流や運動の楽しさを味わ

うことができた。」 

＜教員＞   AB 100％ 

・人権教育年間指導計画を

作成することで、人権感覚

を意識できた。 

Ａ 

・運動を楽しみながら友

達との交流を深めるこ

とができた。新しい運動

も取り入れながら今後

も継続したい。 

・全校集会では、ゲーム

を通して学部を超えて

触れ合うことができた。

また、中学部の生徒の活

躍の場となった。 

 

 

 

・年計作成や教職員人権

チェックシートを行う

ことにより、人権に配慮

した言動や教材作成な

どを行うことができた。 

ウ 

地
域
と
の
つ
な
が
り
、
視
覚
特
別
支
援
学
校
と
し
て
の

セ
ン
タ
ー
的
役
割
の
発
揮 

幼保、学校、

行政等との

連携による

教育相談の

充実 

・関係機関と

の連携後、支

援が深まった

と回答した相

談者 100％ 

・相談者の在籍する市町へ、

併行通園の説明や就学支援

の相談、在籍校での配慮相

談について関係機関の訪問

を実施。相談児の保護者か

ら支援が深まったとの回答

があった。 

Ａ 

・地域での生活や学びに

ついても支援ができる

ことを伝え、連携するこ

とのメリットを感じて

もらえることができた。

今後も必要な支援につ

いて、本人や保護者と考

え、支援の充実を図りた

い。 

教職員一人

一人が理解

推進の意識

向上 

・学校への理

解が深まった

割合が 80％以

上 

 

 

 

 

 

・放課後等デイサービス担

当者対象の研修会、関係機

関への理解推進活動、医療

と福祉と教育担当者研修会

を実施。 

＜関係者＞  AB 100％ 

「学校への理解が図れた。」 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

・連携機関を招いた研修

会や理解推進活動に全

校体制で取り組んだ。授

業公開の際に視覚障害

教育の専門性について

考え直したり、本校につ

いて改めて知ったりす

る機会が専門性の継承

の一因となっている。 



様式第３号 

・ホームペー

ジ の 更 新 内

容・時期が適

正と考える保

護者 80％ 

 

（高等部） 

・関係者の集

まる場や関連

機関等での高

等部学部説明 

年４回以上 

＜保護者＞  AB 63.2％ 

「ホームページやフェイス

ブックの更新内容や時期が

適正である。」 

・行事を中心に月平均５本

以上の記事を更新。 

・進路に関係する企業への

説明を行った。職安、福祉

課への訪問は３学期に実施

予定。 

 

 

Ｂ 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

・次年度からはインスタ

グラムでの情報発信も

行う予定。 

 

 

 

・進路担当を通し、企業

や職安に学校の理解が

広がった。企業から雇用

や業務内容の相談が増

えてきた。職安や福祉課

に進路希望等を伝えた

り、企業の情報を共有し

たりしていく。                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                         

豊かな心と

経験を作る

交流教育 

（小学部） 

・活動を通し

て関わりを楽

しめたと感じ

る児童 80％ 

 

 

 

 

（中学部） 

・活動を通し

て、様々な人

から学びや経

験を得たと感

じる生徒 80％ 

 

 

 

 

（高等部） 

・施術をとお

して、様々な

人から学びや

経験を得たと

いう生徒 

100％ 

＜児童＞   AB 100％ 

関わりを楽しめた。 

・五小交流 

 社会科見学等、様々な教

科での交流 

・三校交流 

・交流籍校交流 

・他県や静視とのオンライ

ン交流 

＜生徒＞   AB  100％ 

活動を通して、学びや経験

を得たと感じた。 

・五中交流 

 生徒中心の交流 

・交流籍校交流 

・福島とのオンライン交流 

 

 

 

・マッサージ奉仕を校外で

２回実施。３学期に１回予

定。来校した企業担当者に

も実施した。 

 

 

 

 

 

〈保護者〉  AB 89.5％ 

「活動を通して人とのかか

わりを楽しんだり、学びや

経験を得たりすることがで

きた。 

Ａ 

・五小交流では、繰り返

し行うことで見通しを

もって取り組むことが

できた。自分から誘って

遊んだり、自分の見え方

について説明したりす

るなど、積極的に関わる

姿も見られた。 

 

・交流を通して、交流先

の地域や学校、友達につ

いて知ることができた。

また、校外の同世代の友

達と関わりをもつこと

で、活動意欲につながっ

た生徒もいた。今後、さ

らに交流が深まるよう

計画や準備をしていき

たい。 

・施術の技術だけでな

く、施術に対する意識や

コミュニケーションの

取り方など生徒が自身

の課題に気付くきっか

けとなった。事前事後の

指導も充実させ、教育的

な効果をより上げてい

く。 
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エ 

働
き
が
い
を
感
じ
、
高
め
あ
う
職
場
環
境
づ
く
り 

働きやすい

学校にする

ためにチー

ムで考え行

動する職員

集団 

 

・相談、協力

しやすい職場

だと思えた教

員 100％ 

・教員、事務

職員の専門性

を生かした役

割分担を検討

し、令和７年

度中に実施体

制を構築 

・校内美化が

行き届いてい

る学校と感じ

る保護者、教

員 80％以上 

＜教員＞   AB 100％ 

・事務職員の校務運営への

参画に向けて、私費会計業

務等を見直し、教員と事務

職員で協働業務に取り組ん

だ。 

 

 

 

 

 

＜保護者＞  AB 100％ 

「清掃や掲示物等、校内美

化が行き届いている。」     

＜教員＞   AB 96.3％ 

・学校行事に合わせ、環境

美化の整備を行った。 

Ａ 

・次年度の事務職員の校

務参画がスムーズに進

むよう私費会計業務を

整えることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

・各種点検と対応の徹底

により、環境不備に起因

する事故は０件であっ

た。引き続き、各種点検

と対応の徹底及び情報

共有を継続する。 

 


